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老若男女一体、楽しいリレ・一 

No.145 号 

町 の 人 口 

(4月末日現在） 

男 4, 240人 

女 4, 72~人 

総人口 8, 961人 

世帯数 2, 728世帯 

つ 

と
 

じ
 

て
 
保
 
存
 
し
 

て
 
下
 
さ
 

い。 

町
民
体
育
祭
盛
大
の
う
ち
に
終
幕
 

五
月
十
九
日
（
日
）
が
雨
天
の
た
め
 

順
延
に
な
り
二
十
六
日
（
日
）
午
前
九
 

時
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

午
前
中
は
天
候
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
 

日
寄
り
と
し
て
は
良
い
方
で
，
競
技
に
 

は
さ
し
つ
か
え
な
い
状
態
で
園
児
、
婦
 

人
会
、
子
供
会
、
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
、
 

そ
の
他
団
体
な
ど
の
参
加
で
競
技
に
花
 

を
添
え
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
と
じ
ま
し
 

た。 園
児
や
老
人
の
競
技
す
る
姿
は
赤
池
 

町
の
現
在
の
姿
で
あ
り
、
町
民
の
一
喜
 

一
憂
は
地
域
住
民
の
和
で
も
あ
り
ま
 

す。 

G
 

元
気
は
つ
ら
つ
た
る
姿
は
、
町
を
鼓
 

吹
す
る
勢
い
で
す
。
 

各
競
技
の
成
績
は
つ
ぎ
の
と
お
り
 

（
福
豊
ブ
ロ
ッ
ク
杯
）
 

地
区
公
民
館
対
抗
リ
レ
ー
 

一
位
 

上
の
原
 

一
一
位
 

八
区
 

三
位
「
伏
原
 

（
筑
豊
繊
維
杯
）
 

地
区
子
供
会
リ
レ
ー
 

】
位
 

八
区
 

一一位 

大
浦
 

三
位
 
＋
二
支
所
 

（
赤
池
耐
火
杯
）
 

地
区
婦
人
会
対
坑
リ
レ
ー
 

一
位
 

上
の
原
 

一一位 

高
尾
 

三
位
 
伏
原
 

（
西
日
本
設
計
杯
）
 

地
区
青
年
対
抗
リ
レ
ー
男
子
の
部
 

一
位
 

九
支
所
 

二
位
 
大
谷
 

三
位
 

八
区
 

（
明
昭
機
工
杯
）
 

地
区
青
年
対
抗
リ
レ
ー
女
子
の
部
 

一
位
 

上
の
原
 

二
位
 

九
支
所
 

三
位
 
町
営
伏
原
 

（
下
田
川
ガ
ス
杯
）
 

保
育
所
マ
マ
さ
ん
対
抗
り
レ
ー
 

一
位
 

赤
池
 

二
位
 

市
場
 

三
位
 
中
尾
 

（
フ
イ
ン
チ
ユ
ー
ブ
杯
）
 

取
場
対
抗
リ
レ
ー
男
子
の
部
 

一
位
 

役
場
 

二
位
 

七
区
 

. 

三
位
 
筑
豊
繊
維
 

（
赤
池
商
事
杯
）
 

取
場
対
抗
リ
レ
ー
女
子
の
部
』
 

】
位
 

筑
豊
繊
維
c
 

二
位
 
保
育
園
 

、 

三
位
 
筑
豊
繊
維
A
 
・ 

選びぬけ 悔いなく6年まかす人 

広げよう参議院選挙投票総参加運動 

選挙人選挙時登録 

昭和49年3月12日までに転入届をした者 

昭和26年7月8日までに生れた者 

※選挙人名簿縦覧期間 

6月14日～6月18日まで 



一
一
 

医

師

の

紹

介

 

②
 

け
 

い
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

け
 

、
 し

 
か
 

あ
 

報
 

広
 

ー（3) 

（開園式にハサミを入れる老人代表） 

今
度
、
外
科
常
勤
医
師
が
決
ま
り
、
 

四
月
一
日
か
ら
診
療
に
あ
た
る
よ
う
に
 

な
り
ま
し
た
。
 

副
院
長
 

つ
 

ーえ 

津
 

江
 

略
 
歴
 

昭
和
昭
和
 39 

年
3
月
 

山
口
医
大
卒
業
 

昭
和
 40 

年
4
月
 

み
つ
ま
ろ
 

満
 
磨
 

山
口
医
大
第
二
外
科
入
局
 

昭
和
 45 

年
3
月
 

医
学
博
士
と
な
る
 

昭
和
 45 

年
4
月
 

大
分
県
立
病
院
勤
務
 

昭
和
め
年
 10 

月
 

山
口
大
学
文
部
教
官
と
な
る
 

昭
和
 49 

年
ー
月
 

山
口
大
学
講
師
と
な
る
 

赤
池
町
の
皆
様
今
日
は
。
私
、
こ
の
 

度
、
御
縁
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
山
口
大
 

学
第
二
外
科
よ
り
、
御
当
地
の
町
立
病
 

院
に
赴
任
し
て
ま
い
り
、
四
月
】
日
よ
 

り
当
院
外
科
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
 

ま
し
た
。
 

町
立
病
院
の
前
身
で
あ
り
ま
す
赤
池
 

鉱
薬
所
病
院
時
代
よ
り
山
口
大
学
と
は
 

少
な
か
ら
ず
因
縁
が
あ
り
ま
し
た
し
、
 

天
郷
農
園
開
園
さ
れ
る
ノ
・
 

赤
池
町
は
老
人
生
き
が
い
対
策
の
一
 

環
と
し
て
天
郷
に
農
園
を
つ
く
り
、
そ
 

こ
で
老
人
の
方
々
が
集
い
、
作
物
、
花
 

き
，
園
芸
に
い
そ
し
ん
で
い
る
姿
は
、
 

ま
だ
ま
だ
若
い
者
に
は
負
け
な
い
ぞ
ノ
 

と
い
う
よ
う
な
意
気
込
み
が
あ
り
あ
り
 

と
う
か
が
え
ま
す
。
 

こ
こ
に
入
園
し
て
い
る
老
人
は
男
十
 

七
名
、
女
十
八
名
、
計
三
十
五
名
で
 

当
時
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
私
の
先
輩
 

同
僚
達
も
赤
池
町
の
土
地
柄
に
多
大
の
 

好
印
象
を
も
っ
て
教
室
に
帰
っ
て
き
た
 

こ
と
も
承
知
い
た
し
て
お
り
ま
す
．
そ
 

の
後
、
教
室
の
事
情
、
学
園
紛
争
の
余
 

波
等
に
よ
り
ま
し
て
し
ば
ら
く
教
窒
の
 

人
事
が
と
だ
え
て
お
り
、
当
病
院
及
び
 

住
民
の
方
々
に
多
大
の
御
迷
惑
を
お
か
 

け
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
教
室
員
の
一
 

人
と
し
て
深
く
お
詑
び
申
し
上
げ
ま
 

す。 こ
の
度
当
病
院
関
係
者
，
町
当
局
の
 

な
み
な
み
な
ら
ぬ
御
熱
意
、
御
努
力
に
 

動
か
さ
れ
、
又
私
の
個
人
的
な
事
情
も
 

加
味
さ
れ
ま
し
て
や
っ
と
実
現
の
運
び
 

と
な
っ
た
わ
け
で
す
。
筑
豊
地
区
と
申
 

し
ま
す
と
一
時
の
繁
栄
に
ひ
き
か
え
そ
 

の
後
、
と
か
く
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
 

が
ち
で
、
少
な
く
と
も
私
自
身
赴
任
す
 

る
ま
で
は
そ
う
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
 

自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
の
下
に
種
々
の
 

復
興
対
策
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
 

先
ず
こ
の
点
に
お
い
て
認
識
を
新
た
に
 

い
た
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
も
増
し
て
新
鮮
な
る
喜
び
は
 

こ
の
人
間
疎
外
の
現
代
に
お
き
ま
し
て
 

御
当
地
の
土
地
柄
、
人
情
味
の
あ
る
こ
 

と
を
数
日
間
の
病
院
勤
務
お
よ
び
数
人
 

の
住
民
の
方
々
と
の
接
触
を
通
じ
て
知
 

る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
で
し
た
。
 

こ
の
土
地
こ
そ
私
が
探
し
求
め
て
い
 

た
場
所
で
あ
り
、
未
熟
者
で
は
ご
ざ
い
 

ま
す
が
、
私
の
医
師
と
し
て
の
使
命
を
 

発
揮
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
場
所
で
あ
る
 

よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
私
、
 

大
学
病
院
よ
り
直
接
こ
ち
ら
に
ま
い
り
 

す。 こ
こ
で
作
ら
れ
た
作
物
は
学
校
、
 

保
育
園
の
給
食
に
と
老
人
達
は
、
は
り
 

き
っ
て
耕
作
し
て
い
る
姿
が
目
に
や
き
 

つ
き
、
今
後
多
数
の
老
人
達
が
「
老
人
 

生
き
が
い
」
農
園
に
集
い
い
つ
ま
で
も
 

元
気
で
す
ご
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
 

住
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

な
お
、
農
園
の
広
さ
は
六
千
二
百
十
 

平
方
メ
ー
ト
ル
 

下
田
川
塵
芥
清
掃
セ
ン
タ
ー
完
成
近
し
／
 

糸
田
町
、
金
田
町
、
方
城
町
、
赤
池
 

町
で
構
成
さ
れ
て
い
る
下
田
川
衛
生
組
 

合
は
、
四
町
初
の
共
同
事
業
と
し
て
、
 

昭
和
四
十
六
年
に
下
田
川
衛
生
セ
ン
タ
 

ー
（
し
尿
処
理
施
設
）
を
完
成
、
こ
の
 

度
二
期
工
事
下
田
川
塵
芥
清
掃
セ
ン
タ
 

ー
（
ご
み
処
理
施
設
）
を
昭
和
四
＋
八
 

年
一
月
着
工
（
赤
池
町
大
字
市
場
）
十
 

月
完
成
を
目
指
し
て
順
調
に
工
事
は
進
 

ん
で
い
ま
す
。
 

こ
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
四
万
五
千
平
 

ま
し
た
が
旧
態
依
然
た
る
医
局
制
度
の
 

中
で
の
自
己
矛
盾
、
複
雑
な
人
間
関
係
 

等
に
加
え
診
療
面
に
お
き
ま
し
て
も
大
 

学
病
院
が
何
も
良
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
 

せ
ん
し
、
と
も
す
る
と
学
術
中
心
的
、
 

業
績
中
心
的
に
走
る
あ
ま
り
必
ず
し
も
 

患
者
さ
ん
の
為
に
は
な
ら
な
い
事
例
も
 

農
々
認
め
ら
れ
町
立
病
院
ク
ラ
ス
の
病
 

院
で
こ
そ
最
も
適
切
な
治
療
が
可
能
な
 

病
気
が
数
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

と
も
あ
れ
、
未
だ
若
輩
、
浅
学
の
身
 

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
私
の
今
迄
に
体
験
 

い
た
し
ま
し
た
全
能
力
を
町
立
病
院
の
 

舞
台
で
発
揮
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
 

す。 こ
の
う
え
は
一
日
も
早
く
御
当
地
の
 

方
々
と
お
知
り
あ
い
に
な
り
．
公
務
上
 

は
勿
論
の
こ
と
、
私
生
活
の
面
に
お
き
 

ま
し
て
も
よ
ろ
し
く
御
指
導
御
交
際
の
 

程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
町
立
病
院
 

の
発
展
た
め
に
住
民
の
方
々
の
御
援
助
 

を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。
 

『
リ
 」

 

水
稲
の
管
理
に
つ
い
て
 

一
、
病
害
虫
防
除
 

近
年
全
般
に
稚
苗
の
普
及
と
と
も
に
 

田
植
え
が
早
ま
っ
て
お
り
、
早
植
し
た
 

稲
ほ
ど
「
イ
シ
ユ
ク
病
」
等
が
多
発
し
 

て
お
り
ま
ず
。
 

虫
の
動
き
は
六
月
十
五
日
か
ら
二
十
 

頃
に
か
け
て
「
ツ
マ
グ
ロ
ョ
コ
バ
イ
」
 

「
ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ
」
 
の
成
虫
が
か
な
 

り
多
く
な
り
そ
う
で
す
。
 

田
植
前
に
は
畦
畔
及
び
雑
草
地
な
ど
 

を
「
バ
ッ
サ
ー
粉
剤
」
 
で
十
ァ
ー
ル
当
 

り
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
十
分
に
散
布
し
て
 

下
さ
い
。
 

防
除
し
た
稲
と
し
な
い
稲
と
で
は
イ
 

シ
ユ
ク
病
の
発
生
が
大
き
く
違
い
ま
す
 

か
ら
、
必
ら
ず
防
除
を
行
な
い
絶
滅
を
 

図
っ
て
下
さ
い
。
 

次
に
田
植
後
は
「
ニ
化
メ
イ
ガ
」
 

「
ツ
マ
グ
ロ
ョ
コ
バ
イ
」
 

「
ヒ
メ
ト
ビ
 

ウ
ン
カ
」
な
ど
の
防
除
と
し
て
「
パ
ダ
 

ン
ミ
プ
シ
ン
粒
剤
」
を
十
ァ
ー
ル
当
り
 

方
メ
ー
ト
ル
の
用
地
に
昭
和
四
十
七
年
 

度
の
三
ケ
年
継
続
事
業
と
し
て
、
総
工
 

賛
三
億
円
（
内
訳
、
国
庫
補
助
金
二
千
 

五
百
六
十
万
円
、
年
金
積
立
命
還
元
融
 

資
一
億
六
千
四
百
万
円
、
各
町
の
分
担
 

金
総
額
一
億
一
千
万
円
）
で
機
械
化
バ
 

ッ
チ
炉
、
二
基
を
中
心
に
近
代
的
な
設
 

備
で
処
理
能
力
は
一
〇
八
時
間
運
転
で
 

四
十
ト
ン
．
十
六
時
間
で
は
八
＋
ト
ン
 

三
ー
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
田
植
後
七
日
以
 

内
に
施
用
し
て
下
さ
い
。
 

二
、
除
草
剤
の
使
い
方
 

従
来
の
除
草
剤
に
比
べ
水
持
ち
の
悪
 

い
掛
流
田
は
、
効
果
が
落
ち
る
の
で
浅
 

水
防
止
を
行
な
い
で
き
る
だ
け
掛
済
田
 

は
よ
け
、
溝
な
ど
を
作
り
十
分
効
果
の
 

上
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
 

除
草
方
法
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
 

の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
使
用
時
間
を
過
 

ら
な
い
よ
う
に
し
て
除
草
後
少
な
く
と
 

も
四
日
か
ら
五
日
間
，
水
は
入
れ
替
え
 

な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

薬
剤
名
 

使
用
時
間
 
使
用
量
 

ニ
ッ
プ
Q

田
植
後
 
四
日
 

粒
 

剤
ー
七
日
ま
で
 

サ
タ
ー
ン
田
植
後
 
四
日
 

M
 

粒
剤
ー
八
日
ま
で
 

M
O
粒
剤
田
植
前
 
三
日
 

Mo
粒剤m
議
訟
日
 三

如
 

三
如
 

三
如
 

三
毎
 

詳
し
く
は
役
場
産
振
課
へ
お
た
づ
ね
 

く
だ
さ
い
．
 

昭
和
四
十
九
年
度
 

身
体
障
害
者
福
祉
会
役
員
 

決
る
ガ
 

昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
一
日
身
体
 

障
害
者
福
祉
会
の
総
会
が
開
か
れ
つ
ぎ
 

の
と
う
り
役
員
が
決
り
ま
し
た
。
 

会
 

長
 
岩
城
 
辰
美
 

副

会

長

 
日
野
 
茂
春
 

書
 

記
 
池
田
 

平
 

ク 

大
西
 
国
政
 

の
焼
却
処
理
が
出
来
ま
す
。
 

公
害
防
止
設
備
と
し
て
は
筑
豊
地
区
 

で
は
例
の
な
い
電
気
集
塵
機
を
は
じ
め
 

機
械
式
除
塵
装
貴
、
最
新
鋭
の
洗
煙
装
 

置
等
を
設
備
、
煙
害
防
止
に
力
を
入
れ
 

て
い
ま
す
。
 

汚
水
処
理
も
循
環
式
を
採
用
、
排
水
 

し
な
い
で
済
み
＋
月
完
成
稼
動
の
結
果
 

下
田
川
四
町
の
環
境
衛
生
行
政
を
一
層
 

推
進
さ
せ
、
町
民
生
活
に
大
き
く
貢
献
 

す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

会
 

計
 

会
計
監
査
 

ク
 

理
 

事
 

年●柵”ユ三敵えー 

限編群綿センター 
下’m 箭生嶋◆ 

沢
永
 
源
敏
 

浦
田
 
留
春
 

坂
元
 
重
政
 

米
光
 
利
雄
 

山
村
 

豊
 

世
良
 

弘
 

小
松
小
一
郎
 

長
野
 
忠
雄
 

池
田
 
福
次
 

上
田
 
高
夫
 

中
島
 
正
義
 

生
野
 
親
正
 

（完成間近い塵芥センター） 

六
十
の
手
習
い
 

ペ
ン
習
字
で
一
級
を
習
得
 

児
玉
シ
ズ
エ
さ
ん
（
六
十
五
才
）
 

テ
レ
ビ
の
よ
ろ
め
き
ド
ラ
マ
と
お
し
 

ゃ
べ
り
で
一
日
を
過
す
人
の
多
い
こ
の
 

世
情
に
コ
ツ
コ
ッ
と
ペ
ン
習
字
に
励
ま
 

れ
た
努
力
甲
斐
あ
っ
て
赤
池
ペ
ン
習
字
 

の
会
の
会
員
（
指
導
者
迫
田
保
先
生
）
 

の
児
玉
シ
ズ
エ
さ
ん
（
赤
池
町
伏
原
 

四
）
は
明
治
生
れ
の
根
性
で
つ
い
に
そ
 

の
最
高
で
あ
る
一
級
を
習
得
さ
れ
ま
し
 

た。 
「
な
せ
ば
な
る
」
 
六
十
五
才
の
オ
バ
 

ア
チ
ヤ
ン
に
拍
手
と
敬
意
を
お
く
る
と
 

と
も
に
私
等
も
何
か
ー
つ
で
も
勉
強
に
 

打
ち
こ
も
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

訂
 

正
 

先
月
号
で
勤
務
時
間
帯
で
午
前
九
時
 

午
后
五
時
三
十
分
ま
で
の
勤
務
時
間
帯
 

の
職
場
は
、
老
人
ホ
ー
ム
だ
け
で
す
。
 

訂
正
し
て
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

尚
、
町
広
報
に
原
稿
投
稿
を
お
願
い
し
 

ま
す
。
 



四ーー い け か
 

あ
 

報
 

広
 

梅
雨
期
の
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て
 

梅
雨
期
は
、
雨
の
た
め
視
界
が
悪
く
 

な
り
、
路
面
が
滑
り
や
す
く
、
ま
た
、
 

路
肩
軟
弱
な
ど
の
悪
条
件
が
重
な
る
た
 

め
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
、
追
突
事
故
、
転
 

落
事
故
な
ど
が
多
発
し
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
 

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
た
め
に
 

つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
を
注
意
し
交
通
事
 

故
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う
住
民
の
皆
さ
ん
 

の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

m
 
運
転
者
に
つ
い
て
 

雨
の
日
は
．
視
界
が
悪
く
な
り
ま
す
 

の
で
、
速
度
を
落
と
し
、
車
間
距
離
を
 

＋
分
と
っ
て
慎
重
に
運
転
す
る
よ
う
に
 

し
て
下
さ
い
。
特
に
、
急
ハ
ン
ド
ル
や
 

急
ブ
レ
ー
キ
は
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
原
因
 

と
な
り
．
ま
た
路
肩
通
行
は
危
険
だ
か
 

ら
注
意
し
て
下
さ
い
。
又
、
・
歩
行
者
の
 

そ
ば
や
、
店
先
な
ど
を
通
る
と
き
は
、
 

速
度
を
落
と
し
て
、
泥
や
水
を
は
ね
な
 

い
よ
う
に
注
意
し
て
連
転
し
て
下
さ
 

い。 ②
？
歩
行
者
に
つ
い
て
 

雨
の
日
や
夜
間
は
、
自
分
が
見
え
て
 

も
、
相
手
の
車
か
ら
見
え
な
い
こ
と
が
 

多
い
の
で
、
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
 

手
を
あ
げ
て
合
図
し
、
車
が
止
っ
た
の
 

を
確
か
め
て
か
ら
渡
り
始
め
る
よ
う
に
 

し
て
下
さ
い
。
 

雨
の
日
は
，
道
路
が
滑
り
や
す
く
自
 

動
車
は
す
ぐ
止
ま
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
 

ん
の
で
、
飛
び
出
し
や
無
理
な
横
断
は
 

絶
対
に
や
め
て
下
さ
い
。
 

「
急
ぐ
と
も
、
守
れ
ス
ピ
ー
ド
、
車
間
 

距
離
」
 

「
手
を
あ
げ
て
、
車
が
止
ま
っ
て
、
 

第
一
歩
」
 

幼
児
の
交
通
事
故
と
 

そ
 
の

対

策

 

こ
こ
数
年
間
の
幼
児
交
通
事
故
に
つ
 

い
て
お
お
よ
そ
の
特
長
は
三
才
か
ら
五
 

才
ま
で
が
交
通
事
故
に
あ
い
や
す
い
．
 

事
故
に
あ
う
率
は
、
小
学
生
の
二
倍
以
 

上
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
 

死
亡
、
負
傷
の
両
方
に
つ
い
て
も
あ
て
 

は
ま
り
ま
す
。
事
故
の
起
り
や
す
い
時
 

間
帯
は
午
後
二
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
 

の
間
と
く
に
午
後
四
時
前
後
に
集
中
し
 

て
発
生
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
 

こ
の
時
間
帯
は
．
交
通
量
が
多
く
、
 

幼
児
は
遊
び
に
夢
中
に
な
り
、
母
親
も
 

家
事
に
忙
し
く
て
こ
ど
も
に
注
意
が
お
 

ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。
ま
た
、
曜
 

日
別
に
み
ま
す
と
，
土
曜
と
日
曜
に
多
 

く
発
生
し
て
い
ま
す
。
事
故
場
所
は
自
 

宅
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
近
い
と
こ
 

ろ
で
一
交
通
事
故
が
約
六
割
、
五
百
メ
ー
 

ト
ル
以
内
で
の
交
通
事
故
は
約
八
割
を
 

占
め
て
い
ま
す
。
 

事
故
内
容
別
に
み
る
と
 
「
と
び
出
 

し」 

に
よ
る
も
の
が
八
割
を
占
め
て
い
 

ま
す
。
次
い
で
、
 

「
車
の
直
前
、
直
後
 

の
横
断
」
、
 

「
幼
児
の
ひ
と
り
歩
き
」
 

「
路
上
遊
戯
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

又
、
幼
児
の
歩
行
中
の
交
通
事
故
の
 

う
ち
幼
児
が
ひ
と
り
で
歩
い
て
い
る
と
 

き
起
っ
た
も
の
が
半
分
以
上
を
占
め
て
 

い
ま
す
が
、
親
等
の
保
護
者
が
同
伴
中
 

に
起
っ
た
も
の
が
全
体
の
四
分
の
一
以
 

上
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
 

峡
の
花
思
い
が
け
ず
に
散
り
急
ぐ
 

方
城
 
野
口
 

定
子
 

鷲
の
鳴
い
て
桜
の
ほ
ろ
ノ
、
と
 

方
城
 
田
沖
了
水
操
 

枯
れ
つ
く
す
山
美
し
く
仰
ぎ
け
り
 

方
城
 
白
石
天
留
翁
 

落
花
地
に
す
ぐ
に
な
じ
み
て
平
か
な
 

方
城
 
白
石
天
留
翁
 

一
片
の
花
を
浮
べ
て
水
溢
れ
 

方
城
 
桑
野
そ
の
女
 

花
の
山
投
旬
ポ
ス
ト
に
行
き
当
る
・
 

・ 

方
城
 
日
永
田
桜
ツ
坊
 

終
日
を
鷲
や
ま
ず
尼
の
庵
 

赤
池
 

三
木
‘
春
翁
 

眠
そ
う
な
花
の
下
な
る
石
仏
 

赤
池
 
池
田
 

一
歩
 

春
昼
の
蜂
足
垂
れ
て
来
た
り
け
り
 

赤
池
 
下
田
水
心
子
 

ご
存
じ
で
す
か
／
J
 

「
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
」
と
は
小
学
校
 

幼
稚
園
、
保
育
所
を
中
心
と
す
る
半
経
 

五
百
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
地
域
を
指
定
 

し
、
こ
の
地
域
を
学
童
や
幼
児
に
と
っ
 

て
交
通
上
最
も
安
全
な
地
域
に
し
よ
う
 

と
す
る
も
の
で
交
通
事
故
防
止
上
大
き
 

な
効
果
を
収
め
て
い
ま
す
。
 

そ
の
た
め
に
は
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
 

歩
道
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
信
号
機
、
道
 

路
標
識
な
ど
の
交
通
安
全
施
設
を
重
点
 

的
に
整
備
し
た
り
．
駐
車
禁
止
、
自
動
 

車
の
速
度
制
限
や
登
校
園
時
の
通
行
禁
 

止
な
ど
の
交
通
規
制
を
行
っ
た
り
す
る
 

こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
 


